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 は じ め に

2002年 4 月より稼動しているコンピュータ実習

室の現行システムは2005年10月 1 日現在のべ 5 万

6 千時間と多くの学生によって使用されてきた．

3 年半あまり経過し，次期コンピュータ実習室シ

ステムの導入を検討に入る時期に入ったこの機会

に，現行システムを紹介し，また学生の利用状況

をも報告し，次期コンピュータ実習室システムの

運用方法を検討することにした．

 現行システムの特徴

現行システムが稼動する以前は，OS を Win-

dows 95とする48台の PC 端末で運用し，Unix

(FreeBSD）サーバにおかれた Samba によって

ユーザを認証していた．現システムは基本的に

は，前システムを踏襲し，Unix (FreeBSD）サー

バ上の，samba により認証する60台システムで稼

動している．大きな相違点は，学生用コンピュー

タの OS を Windows 95から Windows XP Profes-

sional に変更したので，一般ユーザと管理者の区

別が明確になり，一般ユーザが起動できるアプリ

ケーションを限定できるようになった点などユー

ザの管理が容易になったことである．コンピュー

タを破壊するクラッキングソフトは主に CD で

出回っているので，前システムではセキュリティ

管理上，CD 上のアプリケーションソフトが起動

できないようにせざるを得ず，CD ドライヴをつ

けないなど，学生が使う上で使いにくい面も多々

あった．しかし，現行システムでは，管理者と一

般ユーザを区別し，使用可能なアプリケーション

をわけることができるので，一般ユーザからは

CD，フロッピーディスクなど，着脱可能なメデ

ィアからのアプリケーションの起動を禁止し，管

理者がインストールしたプログラムだけが起動可

能とすることができる．このことで，CD やフロ

ッピーディスク上の，データも使えるようにする

ことができ，容量の大きな音楽データ，映像デー

タなども扱えるようになった．また，USB メモ

リーなど大容量なメモリーに自分の作成したデー

タを入れ，持ち帰る学生もいる．このような利用

環境の改善で，授業時間外でも多くの学生が利用

するようになっている．

 学生用コンピュータの起動方法と利用

ログ

OS が Windows XP Professional であるコンピ

ュータにログオンするには，1)コンピュータにロ

グオンする 2)ネットワークにログオンすると二

つの方法があり，通常の利用では 1)のコンピ

ュータにログオンする方式をとりサーバを必要と

しないことが多いが，コンピュータ実習室では，

2)ネットワークにログオンする方式をとり，学生

がコンピュータを起動すると，学生 ID（学生番
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図 1 学生の利用ログの例

学生番号の末尾は伏字にしてある

図 2 曜日別利用時間

図 3 月別利用時間

号を元に作成）とパスワードを入力するように促

すコンピュータ画面が現れる．このパスワードは

利用開始前（入学時）に乱数によって作成された

ものを事前に各学生に渡してある．

Windows XP Professional ではログオン時およ

びログオフ時に，指定したプログラム（ログオン

スクリプト，ログオフスクリプト）を起動させる

ことができ，現行システムでは，この機能を利用

し，誰がどのコンピュータをいつ起動しいつ終了

したかを，ログに記録している．

このログは2002年 5 月よりとってある．ログの

形式は図 1 に示されている．利用ログでは日付更

新のときに日付行をおき，以降の行に，学生の利

用ログを載せるようにしている．それぞれの行の

意味は，利用した端末名，a01, a02，など，次に

学生を識別する ID が続き，利用開始時間と，終

了時間，利用時間（分）となっている．

 利用ログの結果

総利用時間55,700時間の曜日別利用時間は図 2

のようになっている．月，木は午前中のみの授

業，水は，午前午後とも授業で利用時間が多くな

っている．火，金は基本的には授業が無いので，

5,000時間が各曜日の授業外の利用時間と推定で

きる．授業外で25,000時間利用されていると推定

でき，40強が授業外利用と考えることができる．

2002年 5 月よりこれまでの月別の利用者数を見

てみると基本的には，毎年同じ様子を繰り返すの

で，2005年 4 月までの 3 年間について，月別に利

用者数を見てみたものを図 3 にのせる．

利用者数は，毎年，4 月から 7 月にかけて次第

に増えていき，7 月中旬からの夏季休暇で急激に

減少し，休暇修了とともに，再び増加するが，前

期ほど多くは無い当パターンをとっている．5, 6

月に比べ10月以降の学生数が若干少ないのは，医

学部学生が前期履修者のほうが多いためである．

学生別に見たものが図 4 と表 1 である．

これまでに利用ログに名前のある学生は2,064

人で，2002年の時点ですでに 2 年生以上の学生は

大部分授業をすでに受けていて少しコンピュータ

を利用した時間が20時間未満であった学生である

ことが推定される．40時間未満学生は授業を受け
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図 4 利用時間数人数

表 1 利用時間別学生数

20時間未満 757

40時間未満 976

60時間未満 204

80時間未満 75

100時間未満 17

120時間未満 16

120時間以上 19

それ以外に少しコンピュータを利用しに来た学生

と思われる．60時間以上使っていた130人近くの

学生は授業以外にもかなりコンピュータを操作し

ている．特に120時間以上使用した19名の学生

は，十分にコンピュータ実習室を使っていた．

 次期システムへのあり方

特に統計は取っていないが，自宅にコンピュー

タを持っている学生も多いと思われるが，一方

で，コンピュータ実習室のコンピュータをもっぱ

ら使っている学生も少なくない．これらの学生を

満足させるようにするには，ワープロ，表計算な

どのオフィス系アプリケーションだけでなく，着

脱可能メディアを利用した，マルチメディア系ア

プリケーションも利用可能にしていくことが必要

になってくると思われる．またノートコンピュー

タを持ってくる学生も増えてきているので，学生

認証系を充実し，ノートコンピュータを実習室シ

ステムに接続できるようにすることも必要と思わ

れる．
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